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＜Specia

実行委員

実行委員

実行委員

当日協力

al Than

員 亀山 

員 木村 

員 野館 

力 埜畑 有

ks＞ 

敏様  

繭様  

陽様  

有子様  

函館市医

市立函館

独立行政

市立函

医師会病院

館病院 

政法人国立

函館病院

院  

立病院機

 

平成

日本

構 函館

成 29 年 7 月

本感染管理ネ

館病院  

月 19 日作成

ネットワーク

成 

ク 

 



平成 29 年 7 月 19 日作成 

日本感染管理ネットワーク 

 


